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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素

化
が
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
も
令
和
２
年
10
月
の
臨
時

国
会
の
首
相
所
信
表
明
演
説
に
お
け
る

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を

皮
切
り
に
、
12
月
に
は
「
経
済
と
環
境

の
好
循
環
」
を
掲
げ
た
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
令
和
元
年
６
月
に
「
調

和
型
水
素
社
会
形
成
計
画
（
ハ
ー
モ
ニ

ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
）」
を
策
定
し
、
い
ち

早
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
元
化
と
経
済
成

長
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
井
県
で
も
令
和
２
年
３
月

に
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
基
本
理
念

と
す
る
「
嶺
南
E
コ
ー
ス
ト
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す

る
計
画
を
背
景
に
、
敦
賀
市
で
は
、
福

井
県
や
関
係
企
業
と
連
携
し
て
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

敦
賀
市
で
は
、
古
田
刈
地
係
に
全
国

初
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
令
和
元
年
12

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
関
西

電
力
㈱
な
ど
が
進
め
る
電
気
自
動
車
や

太
陽
光
発
電
、
水
素
を
活
用
し
た
Ｖ
Ｐ

Ｐ
構
築
の
実
証
実
験
に
お
い
て
、
分
散

電
源
リ
ソ
ー
ス
の
一
つ
に
加
わ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賢
く
使
う
地
域
づ
く
り
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

実
証
実
験
で
は
、
電
力
の
需
要
が
下

が
っ
た
際
に
は
、
水
を
電
気
分
解
し

て
、
水
素
を
製
造
・
貯
蔵
し
ま
す
。
一

方
で
、
電
力
の
需
要
が
高
ま
っ
た
場
合

に
は
、
貯
蔵
し
て
お
い
た
水
素
を
利
用

し
て
、
燃
料
電
池
で
発
電
し
、
必
要
な

電
力
を
供
給
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
水

素
イ
ン
フ
ラ
の
な
い
遠
隔
地
に
も
水
素

の
払
出
を
行
う
こ
と
で
、
グ
リ
ー
ン
水

素
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
1
月
に
供
用
開
始
予
定

の
敦
賀
市
役
所
新
庁
舎
に
お
い
て
も
、

太
陽
光
発
電
で
水
素
を
つ
く
る
自
立
型

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
新
庁
舎
で
も
グ
リ
ー
ン
水
素
を

活
用
し
ま
す
。

　

敦
賀
市
は
、
長
年
に
わ
た
り
脱
炭
素

嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画

嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画

福
井
県
が
嶺
南
市
町
や
電
力
事
業
所

福
井
県
が
嶺
南
市
町
や
電
力
事
業
所

と
作
成
し
、
ス
マ
ー
ト
エ
リ
ア
形
成

と
作
成
し
、
ス
マ
ー
ト
エ
リ
ア
形
成

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、

Ｖ
Ｐ
Ｐ
や
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

Ｖ
Ｐ
Ｐ
や
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
位
置
付
け
た
計
画

を
位
置
付
け
た
計
画

Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
）

Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
）

様
々
な
所
で
発
電
し
た
電
気
を
集
め
、

あ
た
か
も
一
つ
の
発
電
所
の
よ
う
な
機

能
を
使
い
、
需
要
に
応
じ
て
供
給
す
る

シ
ス
テ
ム

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

水
素
の
利
用
時
の
み
で
な
く
、
製
造
時

や
貯
蔵
・
輸
送
時
な
ど
も
含
め
た
一
連

の
取
り
組
み

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

「
温
室
効
果
ガ
ス
」
の
排
出
量
を
全
体

と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
。
排
出
を
完

全
に
ゼ
ロ
に
抑
え
る
こ
と
は
現
実
的
に

難
し
く
、
排
出
さ
れ
た
量
と
同
じ
量
を

「
吸
収
」
ま
た
は
「
除
去
」
す
る
こ
と

で
、
差
し
引
き
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
「
水

素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
関
す
る
基

本
協
定
」
を
締
結　

①

Ｈ
30
・
８

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
目
指
す

「
調
和
型
水
素
社
会
形
成
計
画
」
を
策
定

Ｒ
１
・
６

全
国
初
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置　

②

Ｒ
１
・
12

関
西
電
力
㈱
と
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
再
エ
ネ
成
形
Ｖ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結

Ｒ
２
・
２

福
井
県
が
「
嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
」
を

策
定
。
再
エ
ネ
成
形
Ｖ
Ｐ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
が
取

り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

Ｒ
２
・
３

再
エ
ネ
由
来
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
Ｖ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
再

エ
ネ
の
余
剰
電
力
を
長
期
貯
蔵
に
優
れ
る

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
て
貯
蔵
す
る
調
整
力

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
関
西
電
力
と
の

シ
ス
テ
ム
連
携
を
実
施

Ｒ
２
・
４

北
陸
電
力
㈱
と
「
包
括
的
地
域
連
携
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
。
脱
炭
素
化
へ
の
取

り
組
み
や
ス
マ
ー
ト
エ
リ
ア
形
成
へ
の
協

力
を
位
置
付
け
る
。　

③

Ｒ
３
・
６

再
エ
ネ
由
来
水
素
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

モ
デ
ル
実
証
実
験
開
始

Ｒ
３
・
３

Ｒ
３
・
７

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言　

④

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

嶺南Ｅコースト計画の取り組みを加速させるた
め、経済産業省から職員を派遣いただきました

　カーボンニュートラルは、気候変動対策や技術革新
につながることはもちろん、いまや製品・サービスの
サプライチェーン全体で脱炭素化に取り組むことがグ
ローバル市場で評価される時代となり、産業振興を考
える上でも重要な政策テーマとなりました。
　意欲的な事業者の取り組みを後押しし、エネルギー
を軸として、この敦賀市を中心とした嶺南地域を、人
や企業が集まるような魅力的なエリアにしていくこと
がミッションだと考えています。

　私個人としても、両親がともに嶺南の出
身であり、縁のある地域で働けることを大
変うれしく思います。

敦賀市企画政策部政策幹敦賀市企画政策部政策幹
嶺南Ｅコースト計画推進室長嶺南Ｅコースト計画推進室長
森川　裕介　さん森川　裕介　さん

電
源
で
あ
る
原
子
力
発
電
所
の
立
地
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
元
化
を

進
め
、
２
０
５
０
年
の
市
内
のC

O
2

排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま

す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
元
化
と

　　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

①　水素サプライチェーン構築に関する①　水素サプライチェーン構築に関する
基本協定を締結基本協定を締結

②　再生可能エネルギー由来水素ステー②　再生可能エネルギー由来水素ステー
ションを設置ションを設置

③　包括的地域連携に関する協定を締結③　包括的地域連携に関する協定を締結④　ゼロカーボンシティを宣言④　ゼロカーボンシティを宣言

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
取
り
巻
く
環
境

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
に
向
け
て

問合せ先　ふるさと創生課　☎ 22-8111


